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1.1 流域の現状

■ブロック位置図

淀川水系神崎川下流ブロック

淀川水系正蓮寺川ブロック

淀川水系西大阪ブロック

春木川水系春木川
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・神崎川下流ブロックは、神崎川(猪名川と合流する地点から左門殿川、中島川、西島川を分派して
大阪湾に注ぐ約7.1km区間)、左門殿川、中島川、西島川の４河川からなる。
・神崎川の流域面積は、猪名川合流後で591.1km2である。

水系名 流域面積

（ｋｍ2）

指定区間延
長

（ｋｍ）

神崎川 591.1 7.10

(ブロック
内)

中島川 --- 2.82

左門殿川 --- 2.57

西島川 --- 1.49

合計 --- 13.98

神崎川下流ブロック流域図

凡 例

府県界

市町村界

河川

管理区間

ブロック界

流域界 3

淀
川

神崎川

神崎川下流ブロック

(1)ブロックの概要（神崎川下流ブロック）

1.1 流域の現状（西大阪ブロック、神崎川下流ブロック）



1.1 流域の現状（西大阪ブロック、神崎川下流ブロック）
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•西大阪ブロックは、旧淀川（大川、堂島川、安治川）、土佐堀川、木津川、尻無川、東横堀川、
道頓堀川、住吉川および正蓮寺川、六軒家川の9河川からなる。

•総流域面積298.8km2（寝屋川流域含む）、指定区間延長43.2kmである。

河川延長・流域面積

0 1000 2000(m)
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W E

河川名
流域面積

(km2)
指定区間延長

(km)
備考

旧淀川
(大川・堂島川・安治川）

288.0

13.830

流域面積に
寝屋川流域
含む

土佐堀川 2.450
木津川 8.800 
尻無川 4.100 
東横堀川 2.175 
道頓堀川 2.745 
住吉川 3.050 
正蓮寺川

10.8 
4.600 

六軒家川 1.450 
合計 298.8 43.200 

（1）ブロックの概要（西大阪ブロック）
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1.1 流域の現状（西大阪ブロック、神崎川ブロック）
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（2）地形特性

•神崎川下流ブロック、西大阪ブロックは、大阪平野の河口部に位置している。
•上町台地を除いては低地帯で海抜ゼロメートル以下の地帯も存在する。
•地質は、淀川水系、大和川水系の河川によって堆積された沖積層で覆われている。
•地下水採取により、昭和初期から40年頃にかけて激しい地盤沈下に見舞われた。

地盤高図

出典 大阪高潮対策事業概要 大阪府

(O.P.+)
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（3）社会特性(人口）

大阪市域の当該２ブロックの人口は、増加傾向にある。

資料：国勢調査
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1.1 流域の現状（西大阪ブロック、神崎川ブロック）
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（4）土地利用

1974年 1985年 1996年 2008年

•高度に市街化が進んでおり、経年的には臨海部で変化が
みられるほかは大きな変化はない。

•他の都市に比べて水面が多いことが特徴である。

資料：電子国土基本図（地図情報）国土地理院

1.1 流域の現状（西大阪ブロック、神崎川ブロック）
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（5）河川縦断図 西大阪ブロック（安治川、堂島川、土佐堀川、大川）

1.1 流域の現状（西大阪ブロック、神崎川下流ブロック）
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木津川

木津川水門 土佐堀川尻無川住吉川
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（5）河川縦断図 西大阪ブロック（木津川、尻無川、住吉川）

1.1 流域の現状（西大阪ブロック、神崎川下流ブロック）
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（5)河川縦断図 神崎川下流ブロック（神崎川)

河川縦断及び不等流計算水位
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(5)河川縦断図 神崎川下流ブロック(中島川、左門殿川、西島川)

中島川

西島川

左門殿川

河川縦断及び不等流計算水位(１/４０確率流量)

1.1 流域の現状（西大阪ブロック、神崎川下流ブロック）
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春木川流域
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・春木川は、岸和田市の神於山に源を発し、山間部を北方向に流下し、尾生町付近で北西方向に曲流し
大阪湾に注ぐ二級河川である。
・流域面積は14.4ｋ㎡、流路延長は約10.0ｋｍ（二級河川指定区間5.7ｋｍ）。
・全流域が岸和田市に包括されている。

春木川水系位置図

水系名 河川名 河川延長 流域面積

春木川 春木川 5.7km 14.4k㎡

久米田池

1.2 流域の現状（春木川）

(1)ブロックの概要（春木川）
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•流域の地形は、上流は和泉葛城(いずみかつらぎ)連山(れんざん)の前山である神於山（こうのやま）を
源流とする山地で、その下流に泉南台地が緩やかに広がり、大阪湾沿岸の平地に続いている。標高
は流域界を成す神於山が300m程度、丘陵地が50m～100m、平地は5ｍ～50mとなっている。
・ 地質は、上流部が大阪層群、下流部が沖積層から構成されている。

凡 例

1.2 流域の現状（春木川）
（2）地形特性

（T.P.m)

地盤高図
流域の地質図 出典：「地質図(1999)」

（通商産業省地 質調査所）



岸和田市の人口の推移 14出典：岸和田市HP

・岸和田市の人口は、平成24年度末時点で約19.8万人である。平成7年頃から、関西国際空港や大阪湾
ベイエリアの開発に伴う住宅開発の影響もあって増加傾向であったが、現在の人口はやや減少傾向
となっている。

1.2 流域の現状（春木川）

（3）社会特性（人口）



15出典：地図でみる岸和田 岸和田市HP

市街化区域

市街化調整
区域

土地利用図

出典：岸和田市HP 固定資産税課

地目別面積表

1.2 流域の現状（春木川）
（4）土地利用

・岸和田市の36.1％がDID地区である。
・岸和田市の土地利用は平成25年度では、宅地が約34％、農地（田及び畑）約23％、山林が約10％と
なっている。
・用途地域面積は、市街化区域が約40％、市街化調整区域が約60％である。



16
出典 「H23年度春木川外河川氾濫解析検討業務」資料を基に作成

川沿いの農地一枚のみ低い個所あり

1.2 流域の現状（春木川）

（5）河川縦断図



2.1 治水事業の概要（西大阪ブロック、神崎川下流ブロック）
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（１）自然災害（高潮）

•戦前は室戸台風（昭和9年）、戦後はジェーン台風（昭和25年）、第二室戸台風（昭和36年）の高潮
によって大きな被害を受けた。

室戸台風 大正区 木津川上流
ジェーン台風 福島区 野田阪神付近

第二室戸台風 中之島 土佐堀川左岸

ジェーン台風（昭和25年）
被害数

全壊・流出・半壊 46405戸
床上浸水 記載なし
床下浸水 記載なし
死者・行方不明者 221人
重軽症者 18573人

第二室戸台風（昭和36年）
被害数

全壊・流出・半壊 1726戸
床上浸水 約51500戸
床下浸水 約54000戸
死者・行方不明者 6人
重軽症者 682人

資料：西淀川区史 平成8年3月15日発行

項目

建物被害

人的被害

建物被害

人的被害

項目

大阪市域の被害の概要
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過去の主な水害

第2室戸台風 兵主神社

写真出典：ふるさと岸和田

室戸台風

治水事業の沿革

・春木川流域では、過去の台風、豪雨により、昭和57年に15戸、平成元年に34戸、H7年に4戸の床上浸水
が発生している。昭和４６年から高潮対策事業に着手し、伊勢湾台風級の超大型台風に対応できる高
潮堤防が平成３年に完成している。昭和56年からは河川改修事業として1／100年対策が進められてい
る。

事業名 期間 範囲 状況

泉洲高潮対策事業 S46～H3 河口～春木橋
L＝約1.0km

完了

河川改修事業 S56～継続中 春木橋～平寿橋
L＝約4.7km

治水上
完了

2.2 治水事業の概要（春木川）
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（1）高潮事業の現状（西大阪ブロック 防潮水門方式）

•伊勢湾台風規模の超大型台風が室戸台風のコースを通って、満潮時に来襲した場合を想定し
た高潮（計画高潮位O.P. ＋5.20m）に対して安全に対処できるよう防潮施設が整備されている。

•西大阪ブロックの防潮方式は、防潮水門方式を採用しており、高潮時には防潮水門を閉鎖し
て高潮の遡上を防いでいる。

•防潮水門閉鎖時には、上流からの流入や市街地からの排水に対応するため、ジェーン台風の
実績降雨（最大時間雨量19.8mm）を計画降雨として、O.P.＋2.50ｍ～O.P.＋3.50ｍ間の河道内
での貯留と毛馬排水機場から淀川へ強制的に排水を行っている。

•計画堤防高は防潮水門より下流でO.P.＋6.60ｍ、水門より上流でO.P.＋4.30ｍとして整備が完
了している。

•水門の上流側、下流側とも、計画堤防高まで防潮堤を嵩上げできない箇所については防潮鉄
扉が設置されている。

3.1 既往の治水計画の概要（西大阪ブロック、神崎川下流ブロック）
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神崎大橋左岸防潮扉（国道２号鉄扉）

千北橋左岸防潮扉（アルミ防潮扉）

0.0ｋ 

0.0ｋ 

1.0ｋ 

1.0ｋ 

4.0ｋ 
5.0ｋ 

6.0ｋ 

7.0ｋ 

2.0ｋ 
3.0ｋ 

ＪＲ東海道本線 

神崎大橋 

左門殿橋 

ＪＲ山陽新幹線 

阪神電鉄本線 

阪神なんば線 

国道２号 

国道43号 

辰巳橋 

中島大橋 

出来島大橋 
千北橋 

千船大橋 

神崎橋 0.0ｋ 

1.0ｋ 

2.0ｋ 

2.0ｋ 

鉄扉・防潮扉の位置図

・堤防の高さはおおむね確保されている。
・嵩上げの困難な橋梁のある箇所などでは、防潮鉄
扉が設置されている。

(1)高潮事業の現状（神崎川下流ブロック 防潮堤方式水門方式）

高潮計画における計画潮位

3.1 既往の治水計画の概要（西大阪ブロック、神崎川下流ブロック）



堺
阪
南
線

大
阪
臨
海
線

国
道
２
６
号 Ｊ

Ｒ
阪
和
線

大
阪
和
泉
泉
南

線

和
気
岸
和
田
線

南
海
本
線

新
春
木
橋

下
轟
橋

春
木
橋 八

木
橋

永
守
橋

上
轟
橋

平
寿
橋

阪南港

久米田池

大
宮
橋

東
谷
橋
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永守橋下流

位置図

・堤防の高さは確保されている。

(1)高潮事業の現状（春木川 防潮堤方式）

高潮計画における計画潮位

3.2 既往の治水計画の概要（春木川）

2.50

0.70 4.70

5.50

高潮区間

L=1.0㎞
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（1）津波・耐震対策事業の現状

•河川改良工事全体計画書（H8.3）等に基づき、防潮堤の耐震補強を実施している。実施にあたっ
ては、「大阪府都市整備部地震防災アクションプログラム(H21.3)」にて10ヵ年で優先的に実施する
区間を定め、耐震補強を進めている。
•東日本大震災を踏まえ、津波来襲時には三大水門等の防潮水門を閉鎖することとし、水門操作
の信頼性向上のため、遠隔操作化等を実施している。

•また、南海トラフ巨大地震で想定される地震・津波による河川構造物の照査を実施しており、防潮
堤については、対策箇所の重点化・優先順位付けをおこなっている。

資料：大阪府都市整備部 地震防災アクションプログラム 平成21年3月

3.3 津波・耐震対策の概要



国公表（H24.8.29）

L2：南海トラフ巨大地震（Mw=9.1）

3,050ha浸水

大阪府推計（H25.8.8）

L2：南海トラフ巨大地震（Mw=9.1）

約11,000ha浸水

【異なる条件】
防潮堤沈下
（液状化等）
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3.3 津波・高潮対策の概要 津波浸水想定結果（平成25年8月8日）



基本方針：既存防潮堤の機能保持（液状化対策）により津波等の浸水被害を軽減
24

津波時に閉鎖される
三大水門

閉鎖

防潮堤の沈下による
満潮時の浸水イメージ

◆津波浸水想定結果
・「液状化による防潮堤の沈下」、「水門・鉄扉は開放状態」を考慮し津波
浸水想定を行えば約11,000haが浸水

◆既存防潮施設の現状
・大阪府では、これまで「第一線防潮堤（水門含む）」にて高潮による被
害を防御
・高潮対策により整備した防潮堤、水門の「高さ」は、南海トラフ巨大地震
の津波に対しても概ね確保
・大阪市域のゼロメートル地帯では、津波対策と共に直下型地震対策
（日々の干満対策）として防潮堤の耐震補強を実施中

◆既存施設の評価
・阪神・淡路大震災以降等に耐震補強した防潮堤・水門は、南海トラフ巨
大地震に対しても一定の効果を発揮
・水門を閉鎖すると津波による内陸部の浸水被害は大幅に軽減
・三大水門は高潮対策として整備しており、津波時に閉鎖した場合は損傷
するため、別途、新たな津波対応水門に係る調査・検討が必要

《現 状》

大阪湾では高潮対策で整備した防潮堤が一定の高さを確保。
このストックを活用し対策を重点実施することにより、人口・産業が集積する「関西・大阪」の都市機能を確保。

満潮位

ゼロメートル地域

防潮堤

《評価と課題》

◆南海トラフ巨大地震の検証による新たな知見
・新たに指摘された液状化により、防潮堤が変位（沈下等）し高さを維持で
きないことが判明

3.3 津波・高潮対策の概要 基本方針について（堤防・防潮堤）



         ： 水門
        ： ⽔⾨より内側（上流側）の防潮堤          ： 兵庫県の防潮堤
        ： 第一線防潮ライン（水門より外側の防潮堤）

■大阪市内の防潮ライン（国、府、市の管理区間）
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3.3 津波・高潮対策の概要 大阪の高潮防御方式について



【現況堤防高（広域地盤沈降のみ考慮）】

凡 例

「朔望平均満潮位＋Ｌ１津波高」以下

「朔望平均満潮位＋Ｌ２津波高」以下

26

3.3 津波・高潮対策の概要 防潮堤等の現況堤防高（広域地盤沈降のみ考慮）平面図



【現況堤防高（広域地盤沈降のみ考慮）】

凡 例

「朔望平均満潮位＋Ｌ１津波高」以下

「朔望平均満潮位＋Ｌ２津波高」以下
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3.3 津波・高潮対策の概要 防潮堤等の現況堤防高（広域地盤沈降のみ考慮）平面図



【現況堤防高（広域地盤沈降のみ考慮）】

凡 例

「朔望平均満潮位＋Ｌ１津波高」以下

「朔望平均満潮位＋Ｌ２津波高」以下
28

3.3 津波・高潮対策の概要 防潮堤等の現況堤防高（広域地盤沈降のみ考慮）平面図



国公表（H24.8.29）

L2：南海トラフ巨大地震（Mw=9.1）

3,050ha浸水

大阪府推計（H25.8.8）

L2：南海トラフ巨大地震（Mw=9.1）

約11,000ha浸水

【異なる条件】
防潮堤沈下
（液状化等）
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3.3 津波・高潮対策の概要 津波浸水想定結果（平成25年8月8日）



【大阪府における被害】

条件・定義
単
位

南海トラフ巨大地震
東南海・南海
地震(H19.3)内閣府

公表
大阪府
今回推計

建物被害
全壊 棟 8,000 31,135 -

半壊 棟 - 116,925 -

死者数

夏・12時（堤防沈下等） 人 - 15,697 -

冬・18時（堤防沈下等） 人 - 18,976 -

夏・12時（津波） 人 4,200 113,452 -

冬・18時（津波） 人 4,500 113,991 -

負傷者数

夏・12時（堤防沈下等） 人 - 232 -

冬・18時（堤防沈下等） 人 - 279 -

夏・12時（津波） 人 1,800 57,743 -

冬・18時（津波） 人 1,900 63,666 -

負傷者のうち重傷者数

夏・12時（堤防沈下等） 人 - 79 -

冬・18時（堤防沈下等） 人 - 95 -

夏・12時（津波） 人 - 19,633 -

冬・18時（津波） 人 - 21,646 -

参 考

浸水域における全建物棟数 棟 - 239,026 -

浸水域における夜間人口 人 - 1,158,538 -

浸水域における昼間人口 人 - 1,448,767 -
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3.3 津波・高潮対策の概要 津波による被害



【避難の迅速化による被害の軽減】

条件・定義
単
位

南海トラフ巨大地震
東南海・南海地
震(H19.3)内閣府

公表
大阪府
今回推計

死者数
（早期避難率低）

夏・12時（堤防沈下等） 人 - 15,697 -

冬・18時（堤防沈下等） 人 - 18,976 -

夏・12時（津波） 人 4,200 113,452 -

冬・18時（津波） 人 4,500 113,991 -

死者数
（避難迅速化）

夏・12時（堤防沈下等） 人 - 5,277 -

冬・18時（堤防沈下等） 人 - 7,882 -

夏・12時（津波） 人 - 0 -

冬・18時（津波） 人 - 0 -

負傷者数
（早期避難率低）

夏・12時（堤防沈下等） 人 - 232 -

冬・18時（堤防沈下等） 人 - 279 -

夏・12時（津波） 人 1,800 57,743 -

冬・18時（津波） 人 1,900 63,666 -

負傷者数
（避難迅速化）

夏・12時（堤防沈下等） 人 - 82 -

冬・18時（堤防沈下等） 人 - 117 -

夏・12時（津波） 人 - 0 -

冬・18時（津波） 人 - 0 -

負傷者のうち重傷者数
（早期避難率低）

夏・12時（堤防沈下等） 人 - 79 -

冬・18時（堤防沈下等） 人 - 95 -

夏・12時（津波） 人 - 19,633 -

冬・18時（津波） 人 - 21,646 -

負傷者のうち重傷者数
（避難迅速化）

夏・12時（堤防沈下等） 人 - 28 -

冬・18時（堤防沈下等） 人 - 40 -

夏・12時（津波） 人 - 0 -

冬・18時（津波） 人 - 0 -
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3.3 津波・高潮対策の概要 津波による人的被害



【津波が到達するまでに、防潮堤の沈下等により浸水する区域】
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3.3 津波・高潮対策の概要 津波による人的被害



液状化対策（地震の規模）
33

外
水
位

Ｌ２津波

Ｌ１津波

Ｍ８ Ｍ９

甚大な被害をもたらす最大クラスの津波

防潮堤等の設計に用いる津波

東南海・南海（M8・L1）地震

南海トラフ巨大地震

【発生頻度】

千年あるいはそれよりも発生頻度が

低い

【浸水の状況】

Ｍ９相当の地震によりＬ２津波で浸水

が発生

【基本理念】：逃げる、凌ぐ

【発生頻度】

おおむね１００～１５０年に一度

【浸水の状況】

Ｍ８相当の地震により、Ｌ１津波で浸

水が発生

【基本理念】：防ぐ

「ハード整備」により対策を実施

満潮位
低地（ｾﾞﾛﾒｰﾄﾙ地帯）対策

地震直後すぐに満潮位で浸水が発生

基本方針：既存防潮堤の機能保持（液状化対策）により津波等の浸水被害を軽減

3.3 津波・高潮対策の概要 対策の重点化の考え方について（堤防・防潮堤）



被害状況のケース分け
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地震
規模

被害の状況 区 間

Ｍ８ L1津波で浸水

Ｍ９
地震後すぐに

満潮位で浸水

堤内
地盤

堤内
地盤

L1津波

朔満

L1津波

朔満

堤内
地盤

Ｌ2津波

朔満

※堤内地盤高が照査外水位より高い区間は除外

（大阪市内）

3.3 津波・高潮対策の概要 対策の重点化の考え方について（堤防・防潮堤）



水
門

河川

水門外 水門内

防潮堤の位置について

防潮堤

防潮堤の位置 凡 例

水門の外側など直接津波があたる
最前面の防潮堤

実線

水門の内側など直接津波があたらない
内陸部の防潮堤

破線
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埋立地

海

3.3 津波・高潮対策の概要 対策の重点化の考え方について（堤防・防潮堤）
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        ： 満潮時に直ちに浸水（直接潮位の影響あり）
        ： 満潮時に直ちに浸水（水門内）
        ： 百数⼗年規模の津波により浸⽔（⽔⾨外）
        ： 百数⼗年規模の津波により浸⽔（⽔⾨内）

3.3 津波・高潮対策の概要 防潮堤等の点検結果平面図
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3.3 津波・高潮対策の概要 防潮堤等の点検結果平面図
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3.3 津波・高潮対策の概要 防潮堤等の点検結果平面図
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u 津波を最前線で直接防御する「第一線防潮ライン（水門より外側等）」の防

潮堤の液状化対策を最優先で実施。

u とりわけ、この第一線防潮ラインの防潮堤の内、地震後、防潮堤が液状化

により変位（沈下等）し、地震直後から満潮位で浸水が始まる箇所につい

ては、避難が間に合わないため、対策を早期に完成させる。

u 水門の内側等にある防潮堤の液状化対策についても、第一線防潮ライン

の液状化対策に引き続き、順次、対策を実施。

u ただし、水門の内側等であっても、地震直後から満潮位で浸水が始まる箇

所については、第一線防潮ラインの対策箇所と同様、対策を早期に完了

させる。

※対策の実施に当たっては、現場条件等を踏まえた詳細な検討を行う必要
がある。

《優先順位の考え方（案）》

3.3 津波・高潮対策の概要 対策の重点化と優先順位のまとめ（堤防・防潮堤）


